


平成２９年度 富山県原子力防災訓練を実施しました。

●11月26日（日）に石川県と合同で原子力防災訓練を実施しました。
●今年度は、昨年度の課題を踏まえ、自家用車避難台数の拡大や、新たに複合災害対策などに
　取り組みました。

初めて
訓練チラシを
作成し配布

（氷見市全世帯）

●複合災害対策（地震と原子力災害）
　・家屋が倒壊した場合の屋内退避
　・落石が発生した避難路での交通誘導等

●避難行動要支援者の避難対策
　 自主防災会による要支援者の移動支援

●避難退域時検査体制の充実
　・自家用車避難台数の拡大（約20→約40台）
　・ゲート型モニタの増加（1→2台）

訓練のポイント

今後の課題

●訓練規模の拡大
●要支援者の避難対策の充実

など

来年度の訓練において改善を図ることと
しています。

避難所

（県西部体育センター）（砺波市内）

住民による避難所運営について学習

陸上自衛隊による炊き出しの実施

倒壊家屋の住民が
近隣避難所で屋内退避
(複合災害対応)

自主防災会が
要支援者の移動を支援

避難退域時検査場所
（湖南小学校）

車両の検査

放射性物質による汚染状況の検査

住民の検査

２台で
実施

一時集合場所
（北部中学校）
（灘浦小学校）

医師による安定ヨウ素剤の説明

安定ヨウ素剤に見立てたアメの配布

自 宅

訓練
実施地区

稲積
加納
白川
戸津宮
大窪

訓
作

（氷

ゲ
ー
ト
型
モ
ニ
タ
に
よ
る

車
両
汚
染
検
査

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る

車
両
汚
染
検
査

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る

住
民
汚
染
検
査





ファイル無害化サービス


ファイルは、無害化処理により削除されました。







